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エゾタケに由る針葉樹心材腐朽に就いて

亀井事弐

第ー緒 言

昨春筆者は我が林製講堂鹿山教度等の企圃せられた寓朽材の化事的研究の材料蒐集に方

t， 之が選別t::行ふ目的で今津助教授，川瀬助手等と行を共にして天盟園北母子里雨龍演習林

に出張した. 共慮で先づ，エゾマツ丸太元口に存した本道内に極めて普通に見らるるカイメン

タケに由る褐色腐朽材を選定し符たが， 更に立木からも材料を取るべくアカエゾマツの一樹を

物色して之を伐倒した.然るに共D腐朽心材部は稀に見る腐朽型を露呈したのである. 該材料

は札幌に運ばれ，上記諸氏の研究に供せられたと共に，筆者も亦魔朽材片より菌赫を分離して

人工的に菌車の一部を形成し符たのみならす"珍らしき腐朽型の特徴から判断Lて疋にエゾタ

ケにEhるものと決定し得九同年秋季語び、同演習林に赴き，既往の伐根を再検して営該菌草を

観察し益々共の感を強めた.元来エゾグケたる名稿は昭和18年に今関六也8)氏によりて従来我

闘に産するととの会〈知られ主主かった PO仰oruShorealis FR. tz:附せられたものであるが，之が種

名の護表はスヱ{デンの菌著書者E.M. FRlESめにより詩され，質に 1821年の昔でるる. 以来

PA'.rOUILLARD(1900'， SAO幻ARDOI5)，16)，NEWMAN12>， BOURDOT et GALZIN2)， LLOYD10¥ LAWE9) 

及び SUOl"'E17)等も菌・撃的記述を試みたが， 腐何材の研究は HAR'.rIGR.7)生以て鳴矢とナる.

共の他 TUBEUF 及び、 S~1I'rII'8\ NEGERl1)， ATKINSON1)， RANKIN14)， FALCK4)， BOYCE3)等0

研究報告並びに記述がある.一方菌の庭養的研究に就いては FRr.rz6)によりて行はれた.

以上の如く我が圏にありて本菌に闘する報告は殆んEキ17無とも言ふべき扶態であるから，

誌に昨年来の研究絞過を取締めて蓮報的に記述する.本研究は文部省科皐研究費に依りて行は

れたととを因記し度ぃ.

第= 被害腐朽材の獄況

観察したアカエゾマツは天盤国北母子里北大演習林試験地内に在ったが， 昭和23年3月

初日に腐朽材の化著書的研究の目的で伐倒した. 樹高 26m，伐採高 2.3m，共の直径 75cmで

3m迄は空洞になって居たが，心材部の慶色は更に 2m尖までに建し，共の頂端は蕗分衣色を
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呈して居た.但し支根にありでは細い部分まで腐朽して居ら守，室洞部I'C近い所で止まって居

る如くであった.叉被害樹腐朽区域の路町中央の高さの所では，其の心材部が光揮のない貰褐

色とたり，健全材の卵白色の材質に比して著しい差建があった.ヨえに被害の甚だしい簡所の材

にるりては，放射断面で見ると水平方向に走る種々の間隔を距てた多〈の路町平行な線放・帯

献の白色菌締叢が内部からはみ出した様になって現れて居た.共の中の或局部が厚〈他の部分

は薄くなり， 1/5乃至 2mm tr:亘るものが見られた.厚い所では共の縁に不規則た館歯欣凹凸が

あった.そして此の菌赫叢の長さは僅かに lmm以下のものから 1-2mmもあって 1年輪金障

に亙るもの，敷ケの年輪を通巴て更に長〈績くものもるった. 又年輪界の所で折れて他の菌締

叢と連絡するので階段欣を呈して居るととも砂くない.更に接続断面では放射断面と同様白色

菌赫叢が長いもの，短かいもの，厚いもの，薄いものが交互に，或ひは一つに限られて現はれ

るととがるる.向春材部と秋材郁とでは著しい差があって，前者。方が比較的甚だしく胃され

て居九三たに横断商では年輪界の所から春材部に相嵩ずる区域が比較的著しく菌綜叢によって

占領せられ弐第に秋材部の方に少く見えた.時には秋材部をも破壊して次の年輪界に建して居

るとともあった.之を要ナるに一年輸の春材部から秋材部に向って射出組織に添ひながら，別

言すれば水平方向に而も御互ひの聞に一定の間隔を持ちて菌綜叢が震建して行くのでるる. 勿

論斯くの如くなるには共鹿に組織の解睦による空際部が出来るからであって，此続航空隙部か

ら商航空際部に護展して行く/1慎序は比較的厚膜の細胞より出来て居る秋材部の被害の紙態によ

って察知するととが出来る.

以上菌締叢によって生やる一種の斑紋は杢〈濁特のもので、るって HARTIG7)，TUBEUF and 

SMITH18)， NEGERll¥ FALCKめのオウシウトウヒに於ける ATKINSONりのカナダツガに於け

る被害材の圃叉は寓異によりて共の獄態を了解するととが出来る.乃ち被害材は菌線、の護建並

材のl肱縮によりて横断， 放射，接線の三方向に空隙が生やる錆め，途に立方形のノj、材片として

互ひに分離する様になる HARTIG7)(8.54)は「費色部の各年輪界に近い所に多くの黒小斑が

生じ間もなく消失する. そして之と同時に先づ春材部に 1-1.pmm程の菌綜の詰った水平宰隙

が相重なって生やる. …接続断面では空隙は時に 3-5cmも績<.・・・6l!隙は廓大して年輪界に

到達するが多くは共鹿で止まり~えの年輪では別の高さにて猫自に生やる」との意を記してる

み我がアカエグマツの被害幹の激害部に於て同様な欣態を見た.

以上の如き腐朽は一見殆かもアヒカハタケ.エプリコ等に由る被害材にも見らるるととあ

るも，之等の場合には腐朽材片の聞に介在する菌綜叢は暖皮献の比較拘密た組織であるが， エ

ゾタケの場合はそれ程密でない.又前者。菌に由る腐朽は赤褐色の方形構朽型の典型的場合で
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あるが，エゾグケに由るものは黄白色叉は淡柄色で，害i裂によりて生歩る小材片は規則的な立

方眉平睡で，指聞に監して粉化するととが出来る様左前者の特徴を示さない.

第 E 病源菌

以上の如き腐朽型は特異のものであるから，筆者も一度之に気付いてかιは是が従来我閣

に報告されて居る腐朽型のどれとも一致しないととを直感し甚だ興味を覚えた.但し最初に腐

朽材を目撃したのは早春零深い林中に於てでるったから，此の腐朽を惹起する菌草に就いて詳

しく調べるととが出来なかった. それで、再ぴ之を護見調査の要を感じ昭和24年9月22日現

地に行き，吾等が春季に伐倒した根株を観察した.然るに共慮には白色・肉質の菌輩が多量ま費

生し支根の樹皮上に散在するのを認めた. 叉同一試験地の}Jljv箇所で調ぺたアカエグマツ老

大枯損木では前記と同じき菌草が;地上2m位の鹿に生巴居るを観た外，共の附近に倒れたアカ

エゾマツ枯損木樹皮上にも多数散生して居た.・更に北母子里騨土場に積重ねたアカエゾマツ丸

太元口の断面にも非常に多数の同種菌草が 0.5-1.0cm位の間隔を距てて密生し，其の基部が癒

着一躍となりて重生ずるもの，或ひは横に連結着生ずるものもあうた(Fig.3). 1ケの菌輩に就

いて見ても完全に牛闇形になりて着生するとともあり (Fig.1)，共の附棋が下方に延長して粧放

になって居るとともあった.向肉眼的及び瀬徴鏡的特徴による菌傘の形態に閲する分類事上の

記載文は弐の如し

Polyl'oros borealis FRIES， Syst. Myc. 1': 366， 1821. 

SpungiPellis borealis (FR.) PA'r.Ess. Tax. Hym. p. 84， 1900. 

Tyromyces lO1叩 lis(FR.) IMAZEKI， Bul1. Tokyo Sci. Mus. No. 6， p. 84， 1943. 

子賞韓は短Ij、にして多少共鮮明友る柄を有す;柄は側生又は中央生，時に狭小友る部分に

て寄主に附着するか叉は無柄;字国形叉は扇形，重昼して生じ共D基部にて癒着するととるり，

多くは孤生，時に2叉は敷ケ横に連合す;多少肉質，乾燥すれば織維欣・革欣・軟骨献・質量甲放

となる.横僅 5-12cm，奥行控 3-12cm，厚さ 05-3cmj 表面は繊毛密生，多少覆瓦欣配列を

f1.す，輪膏なし，初め純白色，時と共に償黄色，帯責褐色，帯紅黄色;肉は比較的薄きもの並

びに柏厚きものbり;周縁平滑なるか又は多少依刻を有し，菌傘裏面に不賓帯たし;寅質は肉

質，白色， 2屠より成る.上唐は略ぽ平行なる菌締叢より成p，比較的粗惑なる繊維質を呈し，

下屠は柏竪賓なる繊維質を呈す.0.2-2.0cmの厚さを育す;菌綜は透明，稀に分岐，厚膜又は

薄膜 6-7μ の太さを有す;菌孔は真直にして長さ不同，長さ 1cmに建す，新鮮時は白色叉

黄色を呈するも乾燥すれば黄褐色となり，穆質又は角質を呈ナ;手L口は菌孔と同色，角形，迷
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宮猷又は不規則， 1mmの中に 1-2ケ;隔壁は蒔く時に針欣とたるととるり;子賓居は無色，

厚さ 15的剛毛障は多数にして無色，梶棒扶，長さ 25ー邸内巾ト15μ，子賞居より 16μ 位

突出するか金く埋在す，尖端近くは厚膜となる，稀に尖端叉分す;捨子柄は無色， 5-6μの巾

を有す;胞子は無色，楕国形又は卵形，:tp.滑，長さ 5.6-7.0μ，巾 4.2-7.6μ.

寄生樹木: アカエゾマツ・トドマツ

標 本: アカヱメマツ立木及び丸太上，北海道天盟国雨龍郡北母子里北大演習林試験

地，昭和23年3月26E!，昭和24年9月22日，亀井専弐

トドマツ丸太上，北海道天瞳園中川郡上音威子府酵土場， 昭和16年9月四

日，亀井専次

腐朽型: 立方樟白色心材腐朽

分 布: 日本北海道，欧洲北部(調遜・憐蘭西・瑞典)，北米等

[詮 IIARTI(7)は子賞体の形に関して“hucklige"なる形容詞を用ゐて， 中央部が厚〈周縁に務〈なる

意を示し，叉持闘にもかかる侍徴を認めるととが出来るが.アカエゾマツ・トドマツに生じたものは，基物に

附着した部分から緩に行〈に従ひi新次務〈なって居るものが多〈あった. 乾燥すれば比較的短時間の後に蟻

食，軟骨室r，角主主を呈するとと鮫若で，長時間フオル "7Yン潰標本でも取!日してから2-3日の後には硬化して

澄甲吠になった N~;GERI1)の闘， AT[{INSONI)の闘等にありでは薗輩が其の主主部にて合しして花笠吠叉は草:墜

して生ずることを認むるが，北海道にての場合は多〈は各個体は離れて群生して蔚った HARTIC;7)は伐根上

にのみ見出すとせるも，北海道では衰勢立木の表面にもE量生して居ワた.又子3主体の大きさに闘しては歌洲の

文献 (HARTIc7>， BoORDOT et GALZlt<2))に記せる場合は北海道の夫れに泣いが，北米の文献，殊tcSHOPEI7)の

揚合は稿、大形を思はずが， LOW~.9) の場合は筆者の観察せるものと大差ない・ 二子賞f本によって捻子胞子の大き

さの異なる品種の賓存如何に就いても前筆者の調査は不充分である.

第四 分離並びに培養

前述せる北母子息演習林にて伐倒し，本菌菌絡の坦在せるアカエゾマツ腐朽材の111、片を

昭和23年4月1日表面減菌の操作をして，奏芽汁寒天培養基上に置き，之を 240CD定湿器内

に移したるに，木材小片の一端より童文日の後に純白色の菌綜を生ビ来り，漸次培養基上に密着

旬生し，迭に斜面培養基の最下部迄一面に債大した. 向醤油寒天(備藤氏)，人参煎汁寒天，馬

鈴薯煎汁寒天，菱芽汁寒天並びに合成培養基の5種につき比較培養を試みたが，筒旬菌綜の生

長歌態は人参煎汁，馬鈴薯煎汁，智油，菱芽汁寒天の場合は良妻子でるったが，合成培養基にあ

うては著しく不良でるった.此等を通じ約1ヶ月後の則、態を記すれば攻の如くでるる.

菌締叢は比較的短期間に相営の厚味K建し，屡々試験管の基部を時には上部をも充塞する

ととあり.殊に人墓煎汁堤天ほ養基等の場合に於て然り.共のー臆生長を終りたる時の表面白
6 
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欣態はフェルト扶又はピロード献を呈ナ.

管筒の上方に至るに従ひ菌赫密度薄(，或は白粉を振りかけたるかの如く，或ひは鹿々に

小形の斑黙の散布するを見るに至る. 叉培養基の表面に所々一定せざる小球朕叉は断績する畝

献突出部を生巴て平坦たらざる事もるり，例へば馬鈴薯煎汁寒天.~芽煎汁寒天の場合の却し

時にやや古き培養の菌赫最の表面が黄色・クリーム色・飴色を呈して隈質を帯び来るととあり，

更に数枚の箆欣突出部として族出するととるり(第2園).菌赫の成長蓮度はむしろ緩慢でるった.

主えに顕償鏡下にありでは空中菌締は 3-4μ の太きものより 0.5μ 位の極めて細きものあT.

而して細きものは共の尖端針の如く尖り，太きものより分岐す.又敷筒連絡して網目肢をなせ

るものるり.有隔にして拘子韓は多し. 柏古き培養に見らるる多少哩在し，老熟せる菌締には

厚膜胞子を多数見らる.菌綜の尖端叉は中間に存し，共の形，球形・楕図形・西洋史形・提棒紙，

共の他不規則の輪廓を有し，長箆 9.8-18.5.u.短径 7.0--11.3μ あり， 周践は平滑にして密或ひ

は粗ゑる粒献の内容を有ナ.叉所々に-fit!酸石茨の結晶を多く見る. ヨえに上越せる培養基上の菌

紙面が腹質化して，時に突起を生やるととは子賞瞳の子賞屠の現出に他ならす3して， かかる組

織形成の菌締を見るに原形質を多量に包有する細胞より成り，捨子胞子成生に興るものと思は

れた.時に子賞居に菌孔を形成せるものについて鏡見したが，特有の剛毛膿を見るととを得た.

之は昭和24年4月1日に木片を菱芽汁寒天培養基上に置きてより 156日目 (9月2日)に生じ

た.共の他馬鈴薯煎汁寒天，婆芽汁寒天上に針扶叉は箆扶突起として接生した.是等は菌締を

植稽ぎてより約1ヶ月にして護生した. 今子貫居生成の培養試験管十数本中顕著なるものを表

記すれば弐の如し

培養纂上子賓居生成託銀

培養基種類 !分隊仰に|子賞暦[日 般| 備 考
| 槌縫捗1日 l 愛見期日 ... 

多芽汁寒天 IV 1 羽 ]c 2 '48 156 :fL収

馬鈴薯耐寒天 li12 ・49 lIi l:! ・49 28 針以

多芽汁寒天 li 10 '49 I IV15 'ω 64 孔吠仰に袋吠

グ li12 '49 IV 8 ・49 51 詑状

a断幕煎晴天 ][ 10 '49 IV 8 '49 51 グ

許

第五 寄生樹木並びに被害の程度

北海道に於ては本盈に由る被害樹木は目下の庭アカエゾマツとトドマツに限らる. 之を外

国の報告に徴するに，調逸にありではオウシウトウヒを腐朽するととを HAR'rI07)共の他の書

かれた文中より知り得らるると共に L.r，OYD111ノの記事に擦れば“北欧にてはモミ属に多数生十"
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とあり，叉 BOURDOTet GALZINめに擦れほ梯蘭西ジユラ地方にては“Sapin"乃ちモミに生守

る事を記せり. 更に北米及びカナダ地方にては NEWMAN12)はWisconsin測にて Poplarの丸

太に生やと記せるが，又 ATKINSON1)に撮れほ Hernlock，Red spruce ¥Picea rubra)に生やると

とを記してるる. 叉 FAULLは Abiesbalsarneaの心材腐朽を起すととありと報じて居る.叉

LAWE9)は Tsuga，Pitch Pine等に生十と記して居る.今是等の樹種名及び産地を列記すれは

きたD如くなる.

Picea i1.bies KA RS'l'EN ~~ 蹴

P. rubra DIETR. :I~ 米

P. Glehni MAST. 北海道

dbies pectinata DC. 北 欧

d. bals.amea MILL. 加奈太

、d. sachalinensis SCHl¥I. 北海道

Tsuga canaaensis CARR. 加奈太

Pinus 1匂iaaMU.L. ~~ 米

PoPulus sp. :lt 米

向被害木の本童文調査は未詳なるもi昭和23年3月初日の調査では，北母子里北大演習林

内の3ケ所で少くとも 5本のアカエゾマツを被害木として認めた.共の他天盟第一演習林並び

に恵庭管林署貯木場にて合計数本のトドマツ fアカトドマツ1)にも認め得九故に今後詳し〈

調ぶるときは恐らく相官の本教を見出さるるものと思はれるも， F AULL (FRl'l'Z6) p. 228)に撮

れほ，“パルサムモミに稀に心腐れを起す"とある. 又一被害木の幾何部分が腐朽さるるゃに闘

しでも未だ確貫ならざるも，筆者の乏しい経験では地上4rn位迄上るものと信守る.RANKIN14) 

は恐らく ATKINSONの原著を見居ると思はるるが， 共の著書中11:，樹幹の基部より尖端迄胃

さるるとと，又樹幹の尖端近くの小枝が枯死するととを記してあるととも興味深い鹿である.

第六 腐朽材の佑撃的検討

本菌に由る腐朽木材の化皐的研究は HAR'1'1G7)の報告が最始ならん.同氏出詞赫の侵入に

よりて材の細胞膜の内壁を胃し，之を織維議の多き物質と化せしめ粘液欣を呈したる後外膜と

分離するとと，其の他蝦導管壁の分解過程に闘して設越した.RANKIN14)は恐らく ATKINSON

の記事をそのまま引用したものと思はるるが，腐朽部にある菌綜が時と共に泊失し，空間部が

出来るのと材の牧縮によって特徴ある鷹朽をなすと記して居る. FALCK4)は本菌に尚る潟朽を
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所謂“Rotfaule"の擬似形ゑりとし，質は Corrosionsfaule(白色腐朽)に属するものとせり.吾が

北大林製教室にても，本菌によるアカエゾマツの腐朽材を化事的に検討したる稲山・今津並び

に川瀬諸氏の貫験結果に擦ると，材の全ペントウサン及び、Hグ=ンに比し繊維索。比較的少量

減少を来し，白色腐朽の型に入るべきものと決定せられた.委細は同氏等の後報に侯つ.

第七摘 要

1. ェゾタケ (PolyPor~ borealis FR.)は欧米等にては針葉樹θ心材腐朽をなすととが知られ

てゐるが，我園には斯かる報告は従来見られない.

2. 本菌は被害材片が扇子立方障の小片に割裂し，所謂 Cuboidalheart rotを惹起し，

見すれば黄補色を帯び，褐色腐朽とも思はれるが寅は白色腐朽に麗せしむべきものでるる.

3. 病原菌草は白色小形の数多き 1年生肉質の菌傘として被害樹幹白根部，幹側及断面等

に生じ供10月に現出する. 暫時乾燥したものは飴色の軟骨欣又はスルメ献の竪硬なる質に費

やる特徴がるる.

4. 寄主樹木は，北海道でアカエゾマツ・トドマツで、あるが，外国でhォウシウトウヒ・

カナダツガ・オウシウモミ・ Fギグマツ並び、に Poplar等にも生歩ると云ふ.

5. 目下の鹿， アカエゾマツ・トドマツでは地上約 12尺位までの心材部を腐朽さす如く

であるが，北米の記事によると根部より尖端まで及ぶと云ふ.

6. 被害アカエゾマツ腐朽材片より出た菌株を人工培養基に培養したが，約1ヶ月で菌総

がa試験管内培養基斜面をと完全に且厚く被覆し屡々管を閉塞する.又 156日目に菌の子寅暦の組

織が生やるのを見た.
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A heart-rot of conifers caused by PolYPOJ'u.~ b01'eαUs FH. in }apan. 

By SEN.TI KAMEI 

In this .paper， a heart-rot of coniferous trees. caused by Polyparus borealis FR. (Yezo-take)， 

which has heretofore rarely been noted in our country is reported. On March 26， 1948， the 

characteristic heart-rot of Glehn spruce was first found by the writer in， a living tree standing 

in a plot of the Uryu Experimental College Forest， Prov. Teshio. At first， he thought that 

it was caused by Polyporus sulphureus (BULL.) Fn. whose aerial mycelia on some culture media 

have known to present a variety of pale salmon and buff shades. From the small pieces of 

the decayed wood， however， pure white mycelia were isolated on the malt agar rnediurn. In 

one culture tube， a pore layer was even observed about 156 days after isolation. In several 

other subcultures， sirnilar as well as somewhat lamellate hyrnenia also appeared aft巴rshorter 

periods (Fig. 2). In Septernber of the sarne year， a search 'for the causal fruiting bodies was 

specially made in the same pl.ot. There w巴redetected very characteristic， fleshy， white， rnediurn 

sized fructifications of Polyporus lorealis gathered on the bark of the butt of the same 'tree as 

well as on a log-end of a sirnilar spruce piled at the neighboring collecting place (Fig. 1 a: b 

and Fig. 3). Microscopically both fruit bodies corning frcrn cultures and from nature were 

pedectly identical. Though the decayed wood apparently looked like brown rot， Falck and Lawe 

already rnade it belong to white rot respectively. The sirnilar conclusion was recently reached 

through an investigation on the same rnaterial made by the chernical laboratory of our forest 

institute， Arnong specirn巴nsof the personal herbariurn of the writer， there has been found 

another col1ection of the sarne fungus which was detected on a decayed Saghalien fir at a plot 

of Teshio Experirnental Col1ege Forest， Prov. Teshio. The darnage caused by the fungus to 

the treei;i rnentio~ed above， though not yet fully exarnined， seerns to be not very serious. 



Fig， 1 (t "'-ゾタケ子賞体〈表面) (5h) 

グ (裏面) (517) 

Fig.2 馬鈴薯煎汁苦手天培養基上に51日後に生せる子賞暦 (1，'1) 

Fig.3 アカエゾマツ丸大元日心材腐朽i)"1¥に残生せるエゾタケ (I/ll) 
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